
\ 飲用向け需要量（地域別全国計） 404万トン
（単位：万トン）

地 域 名 地 域 に 属 す る 都 道 府 県 名 現 状
（20年度）

見通し
（32年度）

北 海 道 北海道 22•1 16•6～17•4

東 北 青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福
島県

29•2 27•9～29•3

関 東 茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東
京都、神奈川県、山梨県、長野県、静岡県

187•1 154•6～162•3

北 陸 新潟県、富山県、石川県、福井県 15•4 16•3～17•1

東 海 岐阜県、愛知県、三重県 36•4 35•7～37•5

近 畿 滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和
歌山県

67•3 63•7～66•9

中 国
四 国

鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳
島県、香川県、愛媛県、高知県

40•6 34•7～36•4

九 州 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮
崎県、鹿児島県、沖縄県

43•5 44•7～46•9

全 国 計 441 404

] 乳製品向け需要量（全国計） 390万トン
^ 自家消費等需要量（全国計） ６万トン
_ 需要量計 800万トン
３ 生乳の地域別の生産数量の目標
生乳の地域別の生産数量の目標については、近年の酪農経営の動向、自給飼料基盤の地域差、
乳牛の能力向上等を考慮して設定する。

（単位：万トン）

地 域 名 地 域 に 属 す る 都 道 府 県 名 現 状
（20年度）

見通し
（32年度）

北 海 道 北海道 390•9 402•4～444•7

５ 乳牛及び肉用牛の地域別の飼養頭数の目標
乳牛の地域別の飼養頭数の目標については、酪農経営の地域的動向、自給飼料基盤の地域差、
乳牛の生産性の向上等を考慮して設定する。
肉用牛の地域別の飼養頭数の目標については、肉用牛経営の地域的動向、自給飼料基盤の地域
差、肉用牛の生産性の向上、乳牛の飼養頭数の目標等を考慮して設定する。

（単位：万頭）

地 域 名 地域に属する都道府県名

乳 牛 肉 用 牛

現 状
（20年度）

目 標
（32年度）

現 状
（20年度）

目 標
（32年度）

北 海 道 北海道 82•3 74•1～81•9 53•5 53•1～58•7

東 北 青森県、岩手県、宮城県、秋
田県、山形県、福島県

12•5 9•2～10•2 41•7 39•6～43•8

関 東 茨城県、栃木県、群馬県、埼
玉県、千葉県、東京都、神奈
川県、山梨県、長野県、静岡
県

23•6 18•6～20•6 36•4 34•6～38•2

北 陸 新潟県、富山県、石川県、福
井県

1•9 1•3～1•4 2•4 2•3～2•5

東 北 青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福
島県

67•8 58•8～ 65•0

関 東 茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東
京都、神奈川県、山梨県、長野県、静岡県

144•1 131•2～145•0

北 陸 新潟県、富山県、石川県、福井県 12•1 9•6～ 10•6

東 海 岐阜県、愛知県、三重県 32•9 28•6～ 31•6

近 畿 滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和
歌山県

23•2 18•4～ 20•3

中 国
四 国

鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳
島県、香川県、愛媛県、高知県

48•5 40•6～ 44•9

九 州 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮
崎県、鹿児島県、沖縄県

74•9 70•1～ 77•5

全 国 計 795 800
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第２ 生乳及び牛肉の需要の長期見通しに即した生乳の地域別の需要の長期見通し、生乳の地域別の
生産数量の目標、牛肉の生産数量の目標並びに乳牛及び肉用牛の地域別の飼養頭数の目標
１ 需要の長期見通し
牛乳・乳製品の需要の長期見通しについては、他飲料との競合のため飲用牛乳を中心に減少が
見込まれるものの、飲むだけでなく、食べることにも重点を置いた飲用牛乳等の消費拡大やチー
ズの需要の伸びにより、現状とほぼ同じ水準の需要を見込み、平成32年度における国内消費仕向
量を1¶123万トンと見込んでいる。
牛肉の需要の長期見通しについては、１人当たりの消費量は、最近のすう勢から現状よりわず
かに増加すると見込むものの、人口減少に伴い需要はわずかに減少することを考慮し、平成32年
度における国内消費仕向量を115万トン（枝肉換算）と見込んでいる。
２ 生乳の地域別の需要の長期見通し
生乳の地域別の需要の長期見通しについては、飲用向け需要量は、地域ごとの人口の予測や他
飲料との競合を見込んで設定する。乳製品向け需要量は、国産ナチュラルチーズ等への需要拡大
を考慮して、増加傾向で推移すると見込んで設定する。

４ 牛肉の生産数量の目標

牛肉の生産数量の目標については、牛肉の需要はわずかに減少すると見込まれるものの、消費

者の多様なニーズに対応した特色ある牛肉生産を推進するなどにより、可能な限り国産牛肉の生

産を維持していくとの考えの下に設定する。

牛肉生産量（全国計） 52万トン（枝肉換算）
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